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愛
知
県
下
54
市
町
村
の
中
で
は
じ
め

て
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の
人
権

侵
害
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
、

「
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の
人
権
侵
害

問
題
に
関
し
て
意
見
書
を
求
め
る
請
願

書
」
を
審
議
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
請
願
は
昨
今
メ
デ
ィ
ア
等
で
も
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
先
の
G‌

7
で
の
共

同
声
明
の
中
で
も
、「
新
疆
と
チ
ベ
ッ
ト

に
お
い
て
特
に
ウ
イ
グ
ル
族
を
は
じ
め

と
す
る
民
族
的
・
宗
教
的
少
数
民
族
を

標
的
と
し
た
人
権
の
侵
害
や
虐
待
、
大

規
模
な
政
治
的
再
教
育
、
収
容
所
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
存
在
、
強
制
労
働
シ
ス
テ

ム
や
強
制
的
な
不
妊
手
術
の
報
告
を
引

き
続
き
深
く
懸
念
す
る
」
と
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
方
、
日
本
政
府
は
G‌

7
加
盟
国
で

唯
一
、
こ
の
件
に
関
し
て
の
有
効
な
声

明
、
行
動
を
国
内
外
に
示
し
て
お
ら
ず
、

先
の
国
会
に
お
い
て
も
新
疆
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
な
ど
中
国
の
諸
民
族
が
直
面
す

る
人
権
侵
害
行
為
を
非
難
す
る
決
議
は
、

残
念
な
が
ら
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
ま
ず
は
地

方
の
基
礎
自
治
体
と
し
て
声
を
上
げ
、

請 

願

議
案
審
議
の
内
容

　６月定例会　令和３年第２回定例会は                          会期５月３１日～６月２２日の間に開催されました。
公…公明党　明…明翔とうごう
共…日本共産党東郷町議員団 会派 新東会 公 共 明 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 それぞれの議案の概要およびそのポイント

議案名
議長は採決に加わらない
○…賛成　×…反対

討…討論を有した議案と議員

審
議
結
果

石
橋
直
季

加
藤
達
雄

近
藤
鑛
治

高
木
佳
子

門
原
武
志

水
川
　 
淳

比
嘉
浩
二

中
野
ま
さ
ひ
ろ

山
下
　 
茂

熊
田
彰
夫

國
府
田
さ
と
み

山
田
達
郎

加
藤
宏
明

加
藤
啓
二

若
園
ひ
で
こ

菱
川
和
英

６月議会では町長提出の 10 議案を全て原案のとおり可決いたしました。
また請願 1 件を採択し、 その意見書に関しても可決いたしました。更に議員提出の決議案も１件可決いたしました。

各議案の概要およびそのポイントに関しましては、以下にお知らせいたします。

東郷町新型コロナウイルス感染症対策基金条例の一部改正に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部を改正する法律（令和３年法律第５号）の施行に伴い必要があるためである。本条例における「新型コロナウイルス

感染症」の定義について、引用しているインフルエンザ等対策特別措置法の規定が削除されたことにより、規定を整理することとした。（第２条関係）

東郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令（令和３年厚生労働省令第52号）の施行等に伴い必要があるためである。

（第６条第１項関係、第６条第４項関係、第49条関係）

東郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一部を改正する内閣府令（令和３年内閣府令

第23号）の施行に伴い必要があるためである。児童福祉法の引用条項を整備（第42条第４項関係）、その他所要の規定を整備することとした。

東郷町母子及び父子家庭医療費支給条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 児童扶養手当法施行令（昭和36年政令第405号）の一部改正等に伴い必要があるためである。受給資格を判定する所得の範囲及びその額の計算方法
に係る規定を整備すること（第２条第３項関係）、その他所要の規定の整備をすることとした。

東郷町不妊治療費の助成に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 国および愛知県の支援制度の拡充に準じ、不妊治療費の助成の対象者の範囲を広げるため必要があるためである。夫婦の定義に事実上婚姻関係にある
ものを加えること（第２条第２項関係）、その他所要の規定を整備することとした。

東郷町不育症治療費の助成に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 東郷町不妊治療費の助成に関する条例の一部改正に準じ、不育症治療費の助成の対象者の範囲を広げるため必要があるためである。夫婦の定義に事実
上婚姻関係にあるものを加えること（第２条第２項関係）、その他所要の規定を整備することとした。

東郷町国民健康保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律 (令和３年法律第５号 )の施行に伴い必要があるためである。本条例における「新型コロナウイルス
感染症」の定義について、引用している新型インフルエンザ等対策特別措置法の規定が削除されたことにより、規定を整理することとした。 (附則第２条第１項関係 )

町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 道路法 (昭和27年法律第180号) 第８条の規定に基づき、町道路線を認定し、町民の利便性の増進を図るために４つの町道 (知々釜９号線、知々釜10
号線、知々釜・南蚊谷２号線、知々釜・南蚊谷３号線)を新たに認定する必要があるためである。

令和３年度東郷町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ74,616千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ13,233,778千円と定める。

令和３年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ400千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ3,309,010千円と定める。

新疆ウイグル自治区での人権侵害問題に関して意見書を
求める請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○

討
○
討 ○ ○

討
○
討 ○ ○

討 ○ - ○ ○
討 ○ 下段参照

本請願には6名の議員からの賛成討論がありました。それぞれの概要は右のQRコードから確認できます。               

中華人民共和国による人権侵害問題に対する調査実施及び
抗議ならびに在日ウイグル人の保護を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 下段参照

新型コロナワクチン接種有無を巡る人権の尊重及び
保護に向けた対応についての決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 下段参照

本決議案には提案議員からの提案理由説明がありました。その内容は右のQRコードから確認できます。

6月定例会での議案審議の内容と         その結果一覧をお知らせします。
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国
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

町
内
に
お
け
る
こ
の
問
題
の
周
知
お
よ

び
理
解
促
進
に
つ
な
が
る
機
会
を
設
け

て
欲
し
い
と
い
う
旨
の
請
願
で
す
。

☟
次
ペ
ー
ジ
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請
願
内
容
掲
載
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い
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ま
し
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議
員
提
案
の
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
有
無
を
巡
る
人
権
の
尊
重
及
び

保
護
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て
の
決
議
」

と
し
て
、
他
の
市
町
村
に
先
駆
け
て
提

出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
決
議
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
是
非
を

問
う
も
の
で
は
な
く
、
昨
今
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
巡
る
様
々
な
社

会
情
勢
を
鑑
み
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で

き
な
い
、
あ
る
い
は
望
ま
な
い
人
へ
の

人
権
も
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

☟
次
ペ
ー
ジ
に
決
議
内
容
掲
載

請
願
採
択
を
受
け
て
の
意
見
書

議
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提
案
の
決
議
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案
審
議
の
内
容

　６月定例会　令和３年第２回定例会は                          会期５月３１日～６月２２日の間に開催されました。
公…公明党　明…明翔とうごう
共…日本共産党東郷町議員団 会派 新東会 公 共 明 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 それぞれの議案の概要およびそのポイント
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６月議会では町長提出の 10 議案を全て原案のとおり可決いたしました。
また請願 1 件を採択し、 その意見書に関しても可決いたしました。更に議員提出の決議案も１件可決いたしました。

各議案の概要およびそのポイントに関しましては、以下にお知らせいたします。

東郷町新型コロナウイルス感染症対策基金条例の一部改正に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部を改正する法律（令和３年法律第５号）の施行に伴い必要があるためである。本条例における「新型コロナウイルス

感染症」の定義について、引用しているインフルエンザ等対策特別措置法の規定が削除されたことにより、規定を整理することとした。（第２条関係）

東郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令（令和３年厚生労働省令第52号）の施行等に伴い必要があるためである。

（第６条第１項関係、第６条第４項関係、第49条関係）

東郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一部を改正する内閣府令（令和３年内閣府令

第23号）の施行に伴い必要があるためである。児童福祉法の引用条項を整備（第42条第４項関係）、その他所要の規定を整備することとした。

東郷町母子及び父子家庭医療費支給条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 児童扶養手当法施行令（昭和36年政令第405号）の一部改正等に伴い必要があるためである。受給資格を判定する所得の範囲及びその額の計算方法
に係る規定を整備すること（第２条第３項関係）、その他所要の規定の整備をすることとした。

東郷町不妊治療費の助成に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 国および愛知県の支援制度の拡充に準じ、不妊治療費の助成の対象者の範囲を広げるため必要があるためである。夫婦の定義に事実上婚姻関係にある
ものを加えること（第２条第２項関係）、その他所要の規定を整備することとした。

東郷町不育症治療費の助成に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 東郷町不妊治療費の助成に関する条例の一部改正に準じ、不育症治療費の助成の対象者の範囲を広げるため必要があるためである。夫婦の定義に事実
上婚姻関係にあるものを加えること（第２条第２項関係）、その他所要の規定を整備することとした。

東郷町国民健康保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律 ( 令和３年法律第５号 ) の施行に伴い必要があるためである。本条例における「新型コロナウイルス
感染症」の定義について、引用している新型インフルエンザ等対策特別措置法の規定が削除されたことにより、規定を整理することとした。 ( 附則第２条第１項関係 )

町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 道路法 (昭和27年法律第180号) 第８条の規定に基づき、町道路線を認定し、町民の利便性の増進を図るために４つの町道 (知々釜９号線、知々釜10
号線、知々釜・南蚊谷２号線、知々釜・南蚊谷３号線)を新たに認定する必要があるためである。

令和３年度東郷町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ74,616千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ13,233,778千円と定める。

令和３年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ400千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ3,309,010千円と定める。

新疆ウイグル自治区での人権侵害問題に関して意見書を
求める請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○

討
○
討 ○ ○

討
○
討 ○ ○

討 ○ - ○ ○
討 ○ 下段参照

本請願には6名の議員からの賛成討論がありました。それぞれの概要は右のQRコードから確認できます。               

中華人民共和国による人権侵害問題に対する調査実施及び
抗議ならびに在日ウイグル人の保護を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 下段参照

新型コロナワクチン接種有無を巡る人権の尊重及び
保護に向けた対応についての決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 下段参照

本決議案には提案議員からの提案理由説明がありました。その内容は右のQRコードから確認できます。

6月定例会での議案審議の内容と         その結果一覧をお知らせします。

3 　 令和 3 年 8 月 1 日　 　ハイ  ぎかいです



新型コロナワクチン接種有無を巡る人権の尊重及び保護に向けた対応への決議既に本町においても先月からコロナワクチンの接種が開始されたが、一方で個別の事

由等によりワクチン接種ができない、あるいは望まない町民も少なくない。

しかし、国も自治体も早期ワクチン接種に前のめりとなった対策を次々と打ち出して

くることで、結果的にそれらが目に見えない同調圧力として、自らの意思で接種をしな

いという判断を下した人々への重圧となることが危惧される。例えば、未 非 接種者へ

の誹謗中傷や有形無形の偏見を生じさせる恐れのある、ワクチン接種した人のみを必

要以上に優遇する行為が、ひいては未 非 接種者への人権侵害にも繋がりかねないこ

とに懸念を抱かずにはいられない。ワクチン接種で町民の命を守ることと同じく、自ら

の意思で接種しないという選択肢をとられた人々への配慮も決して疎かにしてはなら

ない。

こういった考えから、町長及び町執行部におかれては、以下の内容を踏まえ、今後の

予算措置ならびに町政執行に取り組まれることを要望する。

記
１ 全ての町民へのワクチン接種に関わる人権の尊重及び保護について

⑴ ワクチン接種者と未 非 接種者間で、いかなる不平等や不当な扱いが生じな

いように、その防止策も含めて十分な取り計らいを行うこと

⑵ ワクチン接種への同調圧力と見做されるような情報提供を差し控えるととも

に、未然の防止に向けて啓発活動を行うこと
２ 不当な人権侵害に繋がると認められる行為に対して
⑴ 人権侵害に繋がると認められる行為が生じた場合、町として被害者の保護に全

力を尽くすと同時に、関係団体等と協力し、迅速かつ適切な対応を行うこと
以上、決議する。

令和３年６月２２日

東 郷 町 長 あて

東 郷 町 議 会

議
案
審
議
の
内
容の

要以上に優遇する行為が、ひいてはとに懸念を抱かずにはいらの意思で
ない

こういった
予算措置ならびに町政執行に取り組まれることを要望する。

中華人民
共和国に

よる人権
侵害問題

に対する
調査実施

及び抗議

ならびに在
日ウイグル

人の保護
を求める

意見書

新疆ウイグ
ル自治区

で、大規模
な恣意的

勾留、人権
弾圧が中

国当局に
よって行わ

れて

いることを
国際社会

は深く憂
慮してい

る。国連の
人種差別

撤廃委員
会は、平

成３０年（

年）９月、
中国に関

する総括
所見を発

表し、多数
のウイグル

人やムス
リム系住

民が

法的手続
きなしに長

期にわた
って強制

収容され
「再教育」

が行われ
ていること

などについ

て、「切実
な懸念」を

表明して
いる。 本

年２月３日
には、ウイ

グル女性
が報道機

関に対し
、

「新疆ウイ
グル自治

区の収容
施設に収

容された
際に女性

に対する
組織的な

性的暴行
被

害があっ
た。」と証

言した。
２月５日、

アントニー
・ブリンケ

ン米国務
長官が中

国の楊潔
篪（

ヤンチエチ
ー）政治局

員が電話
対談を行

った際に、
同国務長

官は楊氏
に対し「新

疆ウイグ

ル自治区
、チベット

自治区、香
港におけ

る人権と民
主的な価

値観を米
国は擁護

し続ける」

と言う趣旨
を発言し

た。英国ド
ミニク・ラ

ーブ外相
も 「中国西部

の新疆ウ
イグル自

治区で

おぞましく
、甚だしい

人権侵害
が起きて

いる」とし
て中国政

府を厳し
く非難し、

オーストラ

リアのマリ
ス・ペイン

外相も 「調査をす
るべきだ

。」と発言
しており、

また、本年
、１月２１日

に中国政
府は「英国

ニュースは
中国国内

の放送を
禁止する

」と発表が
あり、人権

に

加えて 「言論の自
由」も奪わ

れそうにな
っている。

これらの国
際的な潮

流を受け
、欧州連合

（ＥＵ）と英
国、米国、

カナダは
、本年３月

２２日

、中国が新
疆ウイグル

自治区で
重大な人

権侵害を
行ってい

るとし、中
国政府当

局者に対

する制裁
措置を発

表した。
また本年

月 日にはイギ
リス議会

庶民院 （下院）が
、ウ

イグル人の
状況につ

いて、ジェ
ノサイドと

認定する
動議を全

会一致で
可決しまし

た。

一方日本
政府は、「

人権状況
について

懸念をも
って注視

している」
という趣旨

の発言に

留めてい
るに過ぎ

ない。これ
は、日本国

憲法前文
にある、「

平和を維
持し、専制

と隷従、圧

迫と偏狭
を地上か

ら永遠に
除去しよ

うと努めて
いる国際

社会にお
いて、名誉

ある地位
を

占めたい
と思う」と

いう決意
への不作

為であり
、一昨年、

平和都市
宣言をお

こなった本
町

としても、
このような

政府の対
応は看過

できるもの
ではない

。よって本
町議会は

、直ちに

日本政府
に対して調

査実施を
求め、その

中で問題
が確認さ

れた場合
は様々な

手法を用

いて厳重
に抗議す

るとともに
、在日ウイ

グル人の
保護を要

請するも
のである

。

以上、地方
自治法第

９９条の規
定により、

意見書を
提出する

。

令和３年
６月２２日

衆議院議
長、参議院

議長、内閣
総理大臣

、内閣官房
長官、総務

大臣、外務
大臣 あて

愛知県愛
知郡東郷

町議会
議長 加 藤 宏 明

新型コロナワクチン接種有無を巡る人権の尊重及び保護に向けた対応への決議

議
案
審
議
の
内
容

新疆ウイグル自治区での人権侵害問題に関して意見書を求める請願書

【請願趣旨】
新疆ウイグル自治区に居住するウイグル人約

万人に対して、

万人以上が再教育施設へ恣意的に拘留され、大規模な人権弾圧がされてい

るなどの調査や証言が、世界中で次々となされています。また、約

人とも言われる在日ウイグル人が、同自治区の家族と安心して連絡をとるこ

ともできないとの証言もあります。これに対して、ＥＵ、ローマ教皇は懸念を表明、アメリカはウイグル人権法

の成立、制裁措置、強制労働製品の禁輸、ジェノサイド認定を行い、イギリス

やカナダも強制労働製品禁輸を実施、ベルギー議会は政府にジェノサイド認

定を求める決議案を提出し、イギリス議会庶民院（下院）は、オランダ議会に

続きウイグル人の状況について、ジェノサイドと認定する動議を全会一致で

可決しました。
一方日本では、超党派議連が発足し政府に厳しい対応を求める動きを始

め、地方議員や中学生を含めた多くの一般市民の行動も広がりつつありま

すが、この問題を知らない人がまだまだ多いのが現状です。新疆綿製品など

強制労働が疑われる製品が日本でも数多く販売され、身近な地域から北京

冬季五輪に参加する選手もいる中、国民全体がこの問題の実情を知ること、

政府や国会が懸念を述べるだけでなく、実情に応じた人権重視の姿勢を明

確に行動で示すことが大変重要と考えます。
以上の趣旨から、下記事項の実現を求めます。【請願事項】
．日本政府や国会に対して、同自治区の人権侵害問題や在日ウイグル人の

実情の調査の早急な実施をおこない、人権侵害問題が確認された場合に

厳重な抗議を行うことや、在日ウイグル人の保護を求めた意見書の提出

をお願いする。
．町民の方々がこれらの問題を知る機会として、関連図書の提供や講演会

の開催などを進めていただくことをお願いする。

以上

一歩踏み出し、“攻める議会”へ…
現在、世界的に問題視されている新疆ウイグル自治区での人権侵害
問題に関する意見書を求める請願の採択において、付託された総務
経済委員会での質疑を通し、この問題を知らない人がまだまだ多い
現状であること、一人でも多くの人に「知って欲しい」また、「無
関心であって欲しくない」との願意を確認することができました。
この願意を議会としても受け止め全会一致で採択しました。また、
「全会一致で採択」したことにも大切な意味があると思います。

当初、本決議案は議員の間でもいろいろ意見が分かれ、時期尚
早であり具体性に欠けるのではとか、飲食店等での独自のサー
ビスをも制限しかねないとの意見もございました。しかし、度
重なる話し合いを続ける中で、やはり非 (未 )接種者への心無
い誹謗・中傷は、町民間の分断にも繋がりかねないとの判断
から、町議会や町が、まず本決議を宣言することで、町民の
みなさまにもご理解とご配慮をお願いすることにしました。

思いの異なる各議員の主張を合意形成するため、度重なる議論を経て、議員全員一致で決議および意見書の提出ができた
ことは画期的な出来事であると感じています。今後も東郷町議会に、ご参加、ご期待ください。

議長コメント

世界的なこの問題に対し、国の問題と捉えて任せるだけではなく、
地方から声を上げる必要があると感じました。東郷町議会が意見
書の提出という行動を起こすことで、意思の発信をすることが、
国をも動かすことになるのではないでしょうか。
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一
般
質
問

町民のみなさまに代わって町政を問う

6月議会では13人の議員
が質問に立ちました。

も
有
効
で
あ
る
。
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の

考
え
は
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
半

月
単
位
と
し
た
の
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
潜
伏
期
間
が

最
大
14
日
で
あ
る
こ
と

か
ら
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は

実
施
し
な
い
。

【
問
】
映
像
配
信
の
経
費

は
少
額
で
可
能
に
な
っ

て
き
た
。
配
信
拡
大
の

考
え
は
。

【
町
長
】
議
会
合
意
が
前

提
。
議
案
公
開
と
同
様

に
必
要
な
協
力
は
惜
し

ま
な
い
。

【
問
】
制
服
見
直
し
は
当

事
者
で
あ
る
保
護
者
と

生
徒
が
主
体
的
に
参
画

す
べ
き
。
生
徒
の
主
体

性
獲
得
の
た
め
の
絶
好

の
機
会
で
は
。

【
教
育
部
長
】
東
郷
町
子

ど
も
条
例
第
７
条
に
も
あ

り
、
生
徒
が
主
体
的
に
制

服
見
直
し
に
関
わ
る
こ
と

は
重
要
か
つ
良
い
機
会
で

あ
る
。

【
問
】
生
理
用
品
の
常
備

が
必
要
。
財
源
の
確
保

策
は
。

【
教
育
部
長
】
継
続
的
に

配
置
す
る
。
ふ
る
さ
と

寄
付
活
用
事
業
に
「
生

理
の
貧
困
」
対
策
を
加

え
た
。
財
源
確
保
も
可

能
で
あ
る
。

【
問
】
感
染
防
止
に
は
、

一
日
単
位
の
減
免
が
最

町立小中学校の女子トイレの生理用品
（常備されることに！）

中野　まさひろ 議 員

中学校制服検討委員会に保護者や生徒も参加し、
自分達のことは自分達が決める実践を！

小
中
学
校
女
子
ト
イ
レ

へ
の
生
理
用
品
常
備

保
育
料
等
の
減
免

議
会
映
像
配
信
拡
大
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ららぽーとバス停前

門原　武志 議 員

高齢者がじゅんかい君と同じように
無料で名鉄バスにも乗れる「敬老パス」実現を

【
問
】敬
老
パ
ス
の
実
現
を
。

【
企
画
部
長
】
敬
老
パ
ス
も

含
め
支
援
策
、
乗
車
促
進

策
を
名
鉄
バ
ス
と
検
討
中
。

【
問
】
便
利
に
な
っ
た
コ
ー

ス
も
あ
る
が
、
役
場
に
行

き
に
く
く
な
っ
た
コ
ー
ス

や
、
バ
ス
停
が
遠
く
な
っ

た
地
域
も
あ
る
が
。

【
企
画
部
長
】
全
体
の
経
費

を
加
味
し
、
こ
れ
ま
で
の

利
用
状
況
、
名
鉄
バ
ス
と

の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
考
え
た
。

【
問
】
介
護
施
設
な
ど
と
同

じ
よ
う
に
保
育
施
設
で
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

検
査
を
実
施
す
る
考
え
は
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】な
い
。

こ
れ
ま
で
通
り
、
し
っ
か

り
感
染
症
対
策
を
す
る
。

【
問
】
今
年
度
予
算
の
記
事

を
広
報
４
月
号
で
は
な
く

５
月
号
に
載
せ
た
理
由
は
。

【
企
画
部
長
】
議
会
で
予
算

案
可
決
後
、
い
ち
ば
ん
早

く
掲
載
で
き
る
の
が
５
月

号
だ
か
ら
。

【
問
】
新
年
度
予
算
案
の
住

民
へ
の
発
信
の
考
え
は
。

【
企
画
部
長
】
予
算
案
・
新

規
事
業
概
要
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
せ
た
。

保
育
施
設
で

新
型
コ
ロ
ナ
検
査
実
施
を

万が一。備えあれば患いなし。

【
問
】
自
転
車
保
険
加
入
の

義
務
化
や
促
進
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

【
総
務
部
長
】
愛
知
県
が
、

令
和
３
年
３
月
に
条
例
を

制
定
。
自
転
車
損
害
賠
償

責
任
保
険
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
10
月
１
日
か
ら
施

行
す
る
。条
例
規
定
に
沿
っ

て
啓
発
し
て
い
く
。

【
問
】
周
知
方
法
は
。

【
総
務
部
長
】
Ｈ
Ｐ
、
広
報

回
覧
等
に
て
周
知
す
る
。

【
問
】
広
報
掲
載
予
定
は
。

【
総
務
部
長
】
７
月
号
、
９

月
号
を
予
定
。
そ
の
後
、

随
時
掲
載
予
定
。

【
問
】
本
町
で
は
、
小
中
学

生
以
外
の
女
性
は
、
ど
こ

に
相
談
を
す
れ
ば
よ
い
か
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
生
理

の
貧
困
に
か
か
わ
ら
ず
、

女
性
が
抱
え
る
悩
み
ご
と

や
心
配
ご
と
の
相
談
は
、

子
育
て
応
援
課
が
窓
口
と

な
っ
て
い
る
。
相
談
の
内

容
が
複
数
の
部
署
に
ま
た

が
る
場
合
、
各
担
当
課
が

連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ご

相
談
い
た
だ
き
た
い
。

【
問
】
相
談
に
対
す
る
方

策
具
体
案
が
あ
れ
ば
う
か

が
う
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】現
在
、

相
談
は
な
い
が
、
あ
っ
た

場
合
必
要
に
応
じ
た
支
援

策
を
研
究
し
た
い
。

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

４
月
か
ら
の
じ
ゅ
ん
か
い
君

の
路
線
再
編

住
民
へ
の
情
報
発
信

高木　佳子 議 員

自転車の利用が増えてきている。万が一に備え自転車
保険に加入することが必要と考える

一
般
質
問
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事故が多発する役場西交差点

山田　達郎 議 員

【
問
】
5
万
人
を
目
指
し

て
い
る
と
思
っ
た
が
い
か

が
か
。

　

住
民
の
皆
様
が
東
郷
町

で
良
か
っ
た
、
東
郷
町
に

住
み
た
い
と
思
わ
れ
る
よ

う
に
行
政
は
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
東
郷
町

に
は
出
前
館
や
ウ
ー
バ
ー

が
無
く
夕
食
難
民
が
沢
山

い
る
中
で
必
ず
将
来
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
宅
配
や
人

の
移
動
が
可
能
に
な
る
。

東
郷
町
に
は
空
や
土
地
が

あ
り
今
か
ら
研
究
し
て
将

来
に
備
え
行
政
と
民
間
と

一
緒
に
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
東
郷
町
は
面
白
い

こ
と
を
や
っ
て
い
る
、
将

来
の
為
に
東
郷
町
に
住
も

う
、
と
い
う
よ
う
な
町
づ

く
り
も
し
て
い
か
な
け
れ

ば
人
口
は
減
る
ば
か
り
に

な
る
。

【
企
画
部
長
】
総
合
計
画
の

人
口
予
想
は
4
万
5690
人
で

あ
る
が
も
っ
と
高
い
目
標

を
掲
げ
て
い
き
た
い
。

【
問
】
信
号
機
の
設
置
に
つ

い
て
、
要
望
先
と
時
期
は
。

【
総
務
部
長
】
昨
年
10
月
5

日
に
愛
知
警
察
署
長
宛
に

提
出
し
、
設
置
予
定
は
秋

頃
ま
で
と
回
答
が
あ
っ
た
。

一
般
質
問

Q：
A：

熊田　彰夫 議 員

町として行う計画はない
庁舎、町民会館、総合体育館のトイレ改修計画はあるか

TOILET

多
目
的
ト
イ
レ
に
1
基
の

計
2
基
(7
%
)で
あ
る
。

町
民
会
館
、
総
合
体
育
館

は
小
中
学
生
、
高
齢
者
が

多
数
利
用
す
る
。
町
民
の

み
な
さ
ま
が
よ
り
快
適
に

ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
よ

う
本
町
も
洋
式
化
、
洗
浄

機
能
付
加
を
ぜ
ひ
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
計

画
は
あ
る
か
。

【
教
育
部
長
】
町
民
会
館
、

総
合
体
育
館
共
に
現
時

点
で
は
改
修
の
計
画
は

な
い
。

【
問
】
近
隣
自
治
体
の
庁

舎
、
公
共
施
設
で
は
ほ
と

ん
ど
の
ト
イ
レ
が
洗
浄
機

能
付
き
の
洋
式
に
改
修
さ

れ
て
い
る
。
本
町
で
は

徐
々
に
整
備
さ
れ
て
い
る

が
、
進
ん
で
い
る
と
は
言

い
難
い
状
況
で
あ
る
。
役

場
庁
舎
で
は
38
カ
所
中
13

基
が
洋
式
(34
%
)ま
た
、

洗
浄
機
能
付
き
は
７
基

(20
%
)の
み
で
あ
る
。
洋

式
化
、
洗
浄
機
能
の
付
加

の
計
画
は
あ
る
か
。

【
総
務
部
長
】
現
在
の
数

で
対
応
出
来
て
い
る
と
考

え
て
お
り
、
改
修
の
計
画

は
な
い
。

【
問
】
町
民
会
館
で
は

28
カ
所
中
15
基
が
洋
式

(54
%
)ま
た
、
洗
浄
機
能

付
き
は
な
し
。
総
合
体
育

館
で
は
16
カ
所
中
８
基
が

洋
式
(50
%
)で
、
洗
浄
機

能
付
き
は
女
性
用
1
基
、

行政がブレーキをかけず、どうしたら人口が増えるかが
仕事である

役
場
西
交
差
点
の
事
故

多
発
に
つ
い
て
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Q：
A：

山下　茂 議 員

LINEなどを活用した仕組みを取り入れる
デジタル化(DX)推進への取組み状況は

自治体デジタル化推進重点取組事項

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
教
員
間
の
情
報
格
差

は
生
じ
て
い
な
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

【
問
】
国
も
デ
ジ
タ
ル
庁
を

設
置
し
た
よ
う
に
、
デ
ジ

タ
ル
行
政
推
進
に
向
け
、

各
部
署
横
断
的
に
横
串
を

さ
せ
る
機
能
を
持
ち
、
DX

に
特
化
し
た
専
門
部
隊
を

立
ち
上
げ
、
よ
り
有
効
か

つ
迅
速
な
DX
推
進
を
目
指

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
企
画
部
長
】
現
体
制
を
基

に
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
組
織
を
進
化
さ
せ
る
。

【
問
】
DX
推
進
で
必
須
と

な
る
、
町
内
公
共
施
設
等

で
の
高
速
通
信
環
境
整
備

は
。

【
企
画
部
長
】
業
者
も
決
ま

り
着
手
し
た
と
こ
ろ
。
今

後
順
次
整
備
を
進
め
、
試

験
運
用
を
経
て
11
月
か
ら

の
本
格
運
用
を
目
指
す
。

【
問
】
教
育
現
場
で
の
DX
に

関
し
て
、
GIGA
ス
ク
ー
ル
構

想
で
の
ICT
活
用
で
、
ど
の

よ
う
に
授
業
お
よ
び
教

師
の
レ
ベ
ル
向
上
お
よ

び
子
供
た
ち
の
理
解
習

熟
度
を
向
上
さ
せ
る
の

か
。

【
教
育
部
長
】
ICT
を
活
用

し
た
授
業
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
モ
デ
ル
自
治
体
と

な
っ
て
い
る
地
域
の
事
例

を
参
考
に
し
、
ICT
の
効
果

的
な
活
用
方
法
の
検
討
や

教
員
の
研
修
等
に
よ
る
知

識
、
技
能
の
レ
ベ
ル
向
上

を
図
る
よ
う
、
教
職
員
に

も
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
配
備
し
、
取
り

枯れた木も目立つ百年森公園

【
問
】
愛
知
池
に
は
7.4
km

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、

百
年
森
公
園
が
あ
る
。
本

町
の
魅
力
発
信
・
福
祉
向

上
の
観
点
か
ら
更
な
る
整

備
が
必
要
と
考
え
る
が
。

【
経
済
環
境
部
長
】
愛
知

池
の
管
理
者
で
あ
る
「
独

立
行
政
法
人
水
資
源
機

構
」
を
交
え
て
検
討
す
る
。

【
都
市
建
設
部
長
】
百
年

森
公
園
に
植
樹
し
た
樹
木

の
一
部
が
枯
れ
て
お
り
今

年
度
に
植
替
え
を
す
る
。

【
問
】
町
内
22
カ
所
の
た

め
池
を
見
て
廻
っ
た
。
池

の
周
り
に
「
雑
草･

竹
林

･

雑
木
」が
、池
の
中
は「
ヨ

シ
・
雑
草･

睡
蓮
」
が
繁

殖
し
て
い
る
。
人
的
・
資

金
面
の
支
援
が
必
要
で
は
。

【
経
済
環
境
部
長
】
現
状

は
、
雨
水
を
貯
蓄
し
農
業

用
水
の
安
定
供
給
に
活

用
。
池
の
保
全･

柵
の
保

守
点
検
・
草
刈
り
等
は
、

地
元
区
が
管
理
し
て
お
り

地
元
区
の
方
々
の
意
見
を

伺
い
、
必
要
な
措
置
を
検

討
す
る
。

【
問
】
桝ま

す
い
け池
・
真ま
こ
も
い
け

菰
池
は
釣

り
も
で
き
る
。
親
水
公
園
、

釣
り
場
の
環
境
整
備
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】
桝
池

は
、
指
定
管
理
者
と
研
究

す
る
。
真
菰
池
は
水
辺
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
せ
せ

ら
ぎ
の
施
設
を
清
掃
し

活
用
方
法
を
研
究
す
る
。

駐
車
場
は
入
り
口
の
案

内
板
設
置
、
区
画
線
を
引

き
直
す
。

Q：
A：

近藤　鑛治 議 員

本町にとり貴重な観光資源の1つである
愛知池・百年森公園の取り組みの考えは

一
般
質
問
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一
般
質
問

個人情報保護イメージ

【
問
】
厳
重
に
管
理
さ
れ

た
国
内
サ
ー
バ
ー
に
個
人

情
報
デ
ー
タ
を
保
管
し
て

い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る

が
ど
ん
な
管
理
状
況
か
。

【
企
画
部
長
】
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

サ
ー
ビ
ス
上
の
デ
ー
タ
は

日
本
国
内
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
サ
ー
バ
の
み
に
保
存

さ
れ
て
お
り
、
他
よ
り
の

ア
ク
セ
ス
は
不
可
能
。

【
問
】
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用

し
た
住
民
票
申
請
は
違
法

と
の
総
務
省
通
達
が
出
て

お
り
ツ
ー
ル
提
供
企
業
と

の
訴
訟
案
件
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
後
は
ど
の
自
治

体
も
導
入
し
て
い
な
い
が

当
町
の
見
解
は
。

【
企
画
部
長
】
総
務
省
か

ら
は
技
術
的
助
言
と
し
て

各
自
治
体
に
住
民
票
の
申

請
に
お
け
る
厳
格
な
本
人

確
認
を
求
め
る
旨
の
通
知

が
で
て
い
る
が
、
当
町
で

は
申
請
に
あ
た
っ
て
問
題

と
な
っ
て
い
る
条
件
に
該

当
せ
ず
、
窓
口
受
取
の
予

約
ま
で
と
し
て
お
り
現
状

の
ま
ま
運
用
す
る
。
た
だ

し
、
よ
り
厳
格
な
電
子
署

名
を
使
っ
た
申
請
実
施
に

む
け
準
備
し
て
い
る
。

【
問
】
最
近
当
町
で
も
特

殊
詐
欺
の
事
例
が
報
告
さ

れ
て
い
る
が
今
般
の
情
報

漏
洩
と
の
関
連
性
は
。

【
企
画
部
長
】
特
殊
詐
欺

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は

警
察
よ
り
特
段
照
会
等
も

な
い
の
で
問
題
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

Q：
A：

比嘉　浩二 議 員

自治体向け通知でのみ確認している
公式アカウントの情報漏洩は起きていないか

広域化計画で尾三衛生組合はどうなるか

【
問
】
県
は
国
の
広
域
化
計

画
を
踏
ま
え
焼
却
処
理
能

力
300
t/日
以
上
と
し
、
県
下

現
24
施
設
の
半
減
化
を
目

指
す
。
尾
三
衛
生
は
200
t/日

で
対
象
。
管
轄
人
口
で
は

20
〜
25
万
人
と
推
察
で
き

現
在
20
万
人
弱
な
の
で
集

約
化
し
な
い
選
択
肢
は
な

か
っ
た
か
。

【
経
済
環
境
部
長
】
今
後
の

少
子
化
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
、
施
設
の
維
持
管

理
の
非
効
率
化
な
ど
を
懸

念
し
、
持
続
可
能
な
ご
み

の
適
切
処
理
の
確
保
を
目

的
と
し
て
、
総
合
的
な
判

断
に
よ
り
40
年
後
に
集
約

１
施
設
の
結
論
と
な
っ
た
。

【
問
】
従
前
ダ
イ
ヤ
は
約
9

年
間
続
い
た
。
再
編
に
よ

り
生
活
パ
タ
ー
ン
が
崩
れ

た
と
切
実
な
声
が
あ
る
。

再
編
方
針
と
一
部
見
直
し

は
で
き
な
い
か
。

【
企
画
部
長
】
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
発
着
と
結
節
及
び

近
接
す
る
鉄
道
駅
へ
の
乗

り
入
れ
を
軸
に
民
間
の
バ

ス
路
線
を
含
め
た
全
体
バ

ラ
ン
ス
や
、
じ
ゅ
ん
か
い

君
の
利
用
状
況
を
も
と
に
、

よ
り
効
率
的
で
利
便
性
の

高
い
運
行
を
目
指
し
た
、

見
直
し
は
一
定
期
間
の
利

用
状
況
分
析
が
必
要
。

加藤　達雄 議 員

ごみ焼却施設の尾三地区と尾張東部地区の
広域化（集約1施設）計画について

じ
ゅ
ん
か
い
君
の
再
編

に
つ
い
て

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
に
つ
い
て
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一
般
質
問

水川　淳 議 員

近い将来、先人に感謝し将来の東郷町に
夢や希望を描く機会を

【
問
】
中
止
さ
れ
る
事
業
も

多
か
っ
た
。
こ
の
機
に
町

誌
編
纂
へ
の
着
手
は
。

【
町
長
】
記
念
誌
と
は
規
模

が
異
な
る
。
適
切
な
時
期

に
適
切
な
予
算
を
充
て
進

め
て
い
く
べ
き
。

【
問
】
お
祝
い
給
食
に
県
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
県

産
品
提
供
を
充
て
た
が
、

費
用
減
に
な
ら
ず
事
業
目

的
の
相
殺
も
懸
念
す
る
。

町
長
の
給
食
事
業
へ
の
強

い
こ
だ
わ
り
は
。

【
町
長
】
食
育
以
外
に
、
地

産
地
消
に
よ
る
農
業
の
継

続
へ
の
役
割
も
大
き
い
。

【
問
】一
昨
年
の
請
願
以
来
、

Ｔ
Ｉ
Ｓ
に
対
す
る
町
民
の

目
は
厳
し
い
。
町
長
の
考

え
る
あ
る
べ
き
姿
は
。

【
町
長
】
民
間
の
発
想
を
活

か
し
福
祉
・
健
康
増
進
お

よ
び
施
設
維
持
管
理
で
町

民
へ
満
足
を
提
供
す
る
。

【
問
】
今
の
形
は
「
公
聴
会
」

「
意
見
交
換
会
」。
な
ぜ「
議

会
」
の
名
称
を
用
い
る
の

か
。
町
長
の
考
え
る
「
子

ど
も
議
会
」
と
は
。

【
町
長
】
子
ど
も
た
ち
が
声

を
発
す
る
こ
と
に
重
き
を

置
い
て
い
る
。

予定されていた事業は、いつか、きっと・・

【
問
】
本
町
の
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
化
を
考
え
た
時
、

そ
の
効
果
を
１
番
早
く
町

民
に
還
元
で
き
る
事
業
は

地
域
公
共
交
通
。
巡
回
バ

ス
路
線
再
編
に
あ
た
り
、

た
っ
た
２
日
の
Ｏ
Ｄ
調
査

や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
デ
ー

タ
だ
け
で
は
不
十
分
。
無

料
対
象
者
に
無
料
パ
ス

を
、
有
料
利
用
者
に
は
電

子
マ
ネ
ー
を
利
用
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
デ
ー
タ
を

毎
日
蓄
積
し
基
礎
デ
ー
タ

と
す
る
シ
ス
テ
ム
を
民
間

事
業
者
や
研
究
期
間
に
提

案
さ
れ
た
い
。

【
企
画
部
長
】
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を

活
用
し
詳
細
な
利
用
デ
ー

タ
を
継
続
的
に
取
得
で
き

れ
ば
、
運
行
ル
ー
ト
や
ダ

イ
ヤ
再
編
に
有
効
な
情
報

と
し
て
活
用
で
き
る
。

【
問
】
2017
年
か
ら
40
年
間

で
公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ

に
か
か
る
コ
ス
ト
に
対
し

て
充
当
で
き
る
見
込
額
が

240
億
円
以
上
足
り
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
世
代
の
比
率
が

上
昇
し
て
い
く
流
れ
の

中
、
公
共
施
設
を
ス
リ
ム

化
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ウ
ェ
ブ
上
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
整
理
が
必
要
。
近
い

将
来
、
行
政
の
主
体
と
な

る
ウ
ェ
ブ
上
の
役
場
を
構

築
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

【
企
画
部
長
】
今
後
の
技
術

の
進
展
を
含
め
、
研
究
材

料
と
す
る
。

石橋　直季 議 員

デジタル庁創設の動きを注視し、
町民誰もが利用できるウェブ上の役場庁舎構築を

デジタル庁（準備中）
ホームページより

50
周
年
事
業

子
ど
も
議
会

東
郷
町
施
設
サ
ー
ビ
ス

（
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）

　 ハイ  ぎかいです  令和 3年 8月 1日　 10



外国籍の子どもの学ぶ権利を問う

話題の便利なカラス除け

を
求
め
、
強
化
を
図
る
。

【
問
】
日
本
語
指
導
（
学
習

用
語
の
習
得
含
む
）、
学
習

指
導
の
現
状
と
課
題
は
。

【
教
育
部
長
】
対
象
児
童
の

諸
輪
小
１
人
に
１
名
、
高

嶺
小
13
人
に
２
名
の
日
本

語
教
育
適
応
学
級
担
当
教

員
を
配
置
。
支
援
体
制
拡

充
へ
の
体
制
づ
く
り
と
人

材
の
確
保
が
必
要
。

ご
み
B
O
X
を
貸
出
し

て
い
る
が
、
今
後
、
町
は

ご
み
B
O
X
を
貸
出
す

予
定
は
な
い
の
か
。

【
町
長
】
近
隣
市
か
ら
の
情

報
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

か
た
ち
で
、
安
全
対
策
を

取
り
な
が
ら
環
境
美
化
を

進
め
る
か
を
研
究
し
て
い

る
が
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
、

全
て
解
決
す
る
と
言
う
も

の
で
は
な
い
。

【
問
】
生
理
に
つ
い
て
危
惧

す
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
正
し
い
知
識
・
認
識
へ

の
教
育
が
必
要
。
公
教
育

の
中
で
伝
え
る
べ
き
は
。

【
教
育
部
長
】
男
女
の
区
別

な
く
大
切
な
体
を
守
り
友

達
の
体
を
思
い
や
る
気
持

ち
。
心
も
体
も
健
康
で
元

気
に
成
長
す
る
為
の
学
び
。

【
問
】
プ
ロ
モ
ー
ト
し
た
い

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
へ
の
的
確

な
ニ
ー
ズ
調
査
・
分
析
、

外
部
機
関
を
活
用
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
必
要

性
並
び
に
総
合
的
な
戦
略

と
実
施
計
画
の
策
定
に
伴

う
専
門
機
関
の
関
与
は
。

【
企
画
部
長
】
必
要
性
を
強

く
感
じ
て
い
る
。
民
間
感

覚
や
戦
略
性
の
高
い
専
門

企
業
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力

【
問
】
カ
ラ
ス
被
害
の
対

処
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

【
経
済
環
境
部
長
】
カ
ラ
ス

除
け
ネ
ッ
ト
の
貸
出
し
事

業
を
行
っ
て
、
サ
イ
ズ
の

異
な
る
２
種
類
の
ネ
ッ
ト

を
申
請
に
よ
り
、
無
料
で

貸
出
し
て
い
る
。

【
問
】
ご
み
集
積
場
で
、

ご
み
箱
を
見
か
け
る
。
町

へ
の
要
望
は
可
能
か
。

【
経
済
環
境
部
長
】
購
入
、

貸
出
し
、
設
置
に
つ
い
て

は
行
っ
て
い
な
い
。

【
問
】
地
域
で
の
自
主
的

な
設
置
は
可
能
か
。

【
経
済
環
境
部
長
】
設
置
者

自
身
が
設
置
後
の
安
全
性

や
周
囲
へ
の
影
響
を
十
分

考
慮
し
、
設
置
場
所
の
所

有
者
や
管
理
者
か
ら
の
同

意
を
得
て
、
今
後
の
維
持

管
理
が
必
要
と
な
る
。

【
問
】
近
隣
自
治
体
で
は
、

カ
ラ
ス
除
け
等
の
対
策
と

し
て
、
折
り
た
た
み
式
の

國府田　さとみ 議 員

一
般
質
問

生理用品の小中学校への無料配備を機に
本質的な生理・性教育の充足を公教育で図るべき

若園　ひでこ 議 員

町内のごみ集積場のカラス被害等への対処に役立つ
「ごみBOXの貸出し」について

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
に
つ
い
て

外
国
籍
の
子
ど
も
へ
の

対
応
に
つ
い
て
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2～4●6月定例会での議案審議の内容

5～11
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議会広報紙刷新！
ー広報から議会を変えるー

水と緑の愛知池

●「町政を問う」一般質問

ぎかいです
ハイハイ

東郷町議会だより 2021.8.1発行

議会だよりは再生紙を使用しています。

　
東
郷
町
議
会
広
報
紙「
ハ
イ
ぎ
か
い
で
す
」を

お
読
み
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、少
し
で
も
多
く
の

ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
広
報
紙

を
め
ざ
し
、こ
の
た
び
紙
面
を
刷
新
い
た
し
ま

し
た
。

　
ま
ず
、み
な
さ
ま
に
積
極
的
に
情
報
を
お
届

け
し
、ご
意
見
を
い
た
だ
く
姿
勢
を
表
現
し
、

題
名
を「
ハ
イ
ぎ
か
い
で
す
」に一
新
い
た
し

ま
し
た
。

　
次
に
、議
案・討
論
の
ペ
ー
ジ
を
、各
議
員
の

要
約
し
た
討
論
内
容
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
参
照

で
き
る
よ
う
に
し
、紙
面
で
は
、議
案
内
容
の

説
明
と
討
論
の
概
要
を
対
比
し
記
述
す
る
方

法
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、一般
質
問

の
ペ
ー
ジ
の
各
議
員
部
分
の
最
上
段
は
、Ｑ
Ａ

方
式
と
自
由
記
述
方
式
の
選
択
制
と
い
た
し

ま
し
た
。

　
委
員一同
、こ
れ
か
ら
も
改
善
を
重
ね
て
ま
い

り
た
い
と
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。紙
面
に
対

す
る
ご
意
見
ご
要
望
、ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　　

　
（
広
報
広
聴
副
委
員
長　
中
野
ま
さ
ひ
ろ
）

編
集
後
記

令和３年9月定例会の日程
9月13日（月）決算特別委員会
9月15日（水）総務経済委員会
9月16日（木）文教民生委員会
9月24日（金）本会議（最終日）

8月30日（月）本会議（開会日）
9月  6日（月）本会議（一般質問）
9月  7日（火）本会議（一般質問）
9月  8日（水）本会議（一般質問・議案質疑）
9月10日（金）決算特別委員会 ※新型コロナウイルス感染症の状況で日程を変更する場合があります。

　今号から、表紙写真のテーマをリニューアルし、
東郷町内の「名所」に焦点をあててみました。
　初回は、「愛知池」。漕艇場として知られる場所で
すが、本来は愛知用水の調整池。木曽川から知多
半島の先まで供給されるお水は、いったんここで
調整されます。
　日進市みよし市と隣接しており、風光明媚な「名
所」の一つ。休日になると歩く人、走る人、老若男女
を問わず多くの方々が訪れます。「どこにあるんだ
ろう？」の心配はご無用。ロックフィルダムの築堤に
は、「名前」も書いてあります（笑）。さらには「観音さ
ま」も鎮座しています。ご存じでしたか？
　今後も、有名無名に関わらず、東郷町の誇れる
「名所」探してまいります。

「東郷町を再発見」
表紙の写真

ネットで議会
QRコードリーダーで
読み取ってご覧ください

令和2年12月定例会より、本会議最終日の模様も録画映像配信されています。

本紙面だけではお伝えしきれない情報は、今後もネッ
ト環境を活用しながらお伝えしたいと考えています。
QRコードの使い方をはじめ、インターネットからの議
会情報の見方は、今後解説していくことを予定してい
ます。

議会ウェブページ 録画映像配信

第１４回に引き続き、今回も
ネット配信版にて８月下旬ごろに
開催（配信開始）
いたします。

9月 ９日（木）本会議予備日
9月14日（火）
9月17日（金）委員会予備日
9月 ９日（木）本会議予備日
9月14日（火）
9月17日（金）委員会予備日

第１５回議会報告会

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

副
委
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長

水
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ひ
ろ
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子
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二
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熊
田
　
彰
夫

加
藤
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明

加
藤
　
啓
二


